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技術の特徴
・農商工連携による商品開発で、連携関係の組み合わせによってどのくらいの利得が得られるか、
目安となる指標（値）が得られる。
・農商工連携のネットワークにおいて、それぞれの企業・団体が持つ経営資源の重要性を推計し、
企業・団体の加入や離脱がネットワークの経済的パフォーマンスにどのような影響を与えるのか
予測するのに活用できる。

研究の内容
①ハブとなる企業・団体が、農・商・工と連携した際の利得を求める。

②農商工連携関係をGTYPEとして整理。GTYPEごとに利得を求める。得られた利得から、農商工
連携による商品開発・販売で得られる売上を推計できる。

今後の展開
・農商工連携で最適な連携ネットワークを構築するためのシミュレーション・モデルの策定
・農商工連携を支援する組織・行政等に利用してもらうための実用化
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GTYPEと利得の求め方

農業１ 農業2 販売業者一次加工

1 .8 2 0 3 .6 0 1 .4 5
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（ 農商工連携の組み合わせがXの場合）


